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造影剤は40% に稀釈したウログラフィンにへパリン 1 、 2 滴を加えたものを用いる。






















造影所見 B: 血流の広汎な不良をしめす群 (22例)
15例が骨癒合不全となった。このうち 12例が骨頭切除をうけ、組織所見は広汎な壊死を示した。
3 例は整復術をうけずに骨頭切除をうけた。この組織所見も同様に広汎な壊死を示した。
4 例には骨癒合おこったが、そのうち 2 例は late collapse となり、 2 例は吸収による頚部の短縮
がみられた。
造影所見 C 、 D: 部分的血流障害をしめす群( 4 例)





造影所見A を示すものは骨癒合し、 collapse をおこすことはない。 B はいかなる治療を行なっても
予後は不良で、ある。
これは統計上 0.1%以下の危険度をしめす高い信頼性をもつものであり、診断の確率は93%である。
一方松本、浜田によって骨髄造影が骨頭の血流を示すことはすでに証明されている。
以上の事実から頚部骨折の予後は従来主として唱えられていた力学関係よりも、血管損傷による血
流阻害によって決定的に運命ずけられることがあきらかにされた。
論文の審査結果の要旨
従来、大腿骨頚部骨折の治癒成否に関する問題点は頚部に働く応力と大腿骨頭の血流の 2 点にしぼ
られていた。
本論文は頚部骨折の予後は受傷時の大腿骨頭の血流状態により決定的に運命づけられていることを
明らかにするものであり、術前に大腿骨頭の血流を測定することにより手術の適用を決定することが
できる点で臨床的にも大いに意義あるものと認められる。
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